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日本統治時代における台湾語仮名表記の変化過程 

- ｢オ｣ ｢ヲ｣表記の分析を通して一

林 美 秀 

1 はじめに 

1895年の下関条約によって､台湾は日本の国土になった｡しかし､台湾を統治するに際しては､言

語不通という問題があった｡この言語不通の問題を解決すべ く､総督府の初代学務部長であった伊沢

修二は､総督の樺山資紀に､台湾での教育についての意見書を提出した｡この意見書は､｢日下急要

ノ教育関係事項｣と ｢永遠ノ教育事業｣からなり､｢目下急要ノ教育関係事項｣の第一番目には､以

99: )下の内容が挙げられている(台湾教育会 13 6-70

目下急要ノ教育関係事項

､ 彼我思想交通ノ途ヲ開クベキ事｡ 

(甲) 新領地人ヲ民 トシテ､速二日本語ヲ習ハシムル方法ヲ設クベシ｡ 

(乙) 本土ヨリ移住セル者ヲシテ､日常須要ナル彼方言ヲ習ハシムル方法ヲ設クベシ｡

すなわち､当時の台湾では､台湾人に日本語を教育する方法だけではなく､台湾に移住してきた

日本人に台湾語を教育する方法も､その確立が急がれていた｡日本人の台湾語学習には､日本語の

仮名を用いて台湾語の発音を表記する方法が考案された｡本研究では､これを ｢台湾語仮名表記｣

と称す｡この台湾語仮名表記は､当時の ｢日台対訳辞書｣ (見出し語は日本語､語釈は台湾語)の中

で最も規模の大きい 『日台大辞典』にも見られる｡ 『日台大辞典｣】は､小川尚義が中心となって編纂

され､ 1907年に台湾総督府民政部総務局学務課の名義で出版された辞書で､当時の台湾語研究の集大

成としても位置づけられるものである 1｡台湾語仮名表記の中に､日本語の仮名で表現できない台湾

語の発音を表すために作られた ｢新造ノ符号仮名｣と ｢新造ノ符号｣が含まれている｡それらの内容

は次の通 りである｡

･｢新造ノ符号仮名｣ :ず､子､ヲ､モ､ワ 

l林2006を参照されたい｡ 
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･ ｢新造ノ符号｣ : 1.出気音符号 2 ● 

2.人声符号 3 上平 上菅 上去 上人 下平 下去 下人

常音 : ( ) / ＼ ′ く l ヽ
鼻音 : b ヽ ( 卜 Qc6 a

『日台大辞典』には､｢新造ノ符号仮名｣ と ｢新造ノ符号｣以外 にも､当時の日本で用いられてい

たものとは異なる表記法が見出される.例えば､① ｢ヌ｣ ｢ム｣ ｢ン｣で台湾語の鼻音 [n]lm]lq]を

表す (｢ヌ｣が [n]､｢ム｣が [m]､｢ン｣が[q]を表す)､②小文字の ｢プ｣ ｢ツ｣ ｢ク｣で､入声の [p] 

[t][k]を表す､③ ｢オ｣ と ｢ヲ｣で違う発音を表す､などである｡

それらの中で最 も特徴的なのが､｢オ｣と ｢ヲ｣を用いた表記である｡日本語仮名遣いの ｢オ｣｢ヲ｣

については､小川1900と小川1902には､次の記述が見られる0 (小川1900:21､小川1902:27)

学者ノ説ニヨレバ､｢オヂ｣ハ ｢オホヂ｣ (大父)ニシテ ｢ヲヂ｣ハ小父ナリトイヘリ｡即チ其当

時ニテハ発音二差異アレバコソ仮名ニモ書キ分ケラレ､又意味ノ混同ヲ見ずリシナルベケレドモ､

｢ヲ｣ ト ｢オ｣ノ音ガ混同セラル ､時代ニナリテハ､従テ意義ノ混同ヲ来スニ至ルヲ以テ､一方

ヲ ｢オジイ｣ トヤウニ呼ビ､一方ヲ ｢オジ｣ トヤウニ呼フニ至 リシモノナルベシ｡

このように､日本語仮名遣いの ｢オ｣と ｢ヲ｣で表される音は､当時発音の区別が殆 ど付かなくなっ

ていた｡ しかし､『日台大辞典』ではその ｢オ｣ と ｢ヲ｣が違 う台湾語発音の表記に用いられている｡

例えば､｢姑コオ｣ ｢寄コヲ｣､｢所ソオ｣ ｢鎖ソヲ｣､｢園 トオ｣ ｢刀 トヲ｣､｢婦ボオ｣ ｢無ボヲ｣､｢奴ロオ｣

｢労ロヲ｣ --･などのように､｢オ｣ と ｢ヲ｣の使い分けが行われた｡これらは､すなわち､｢オ段音

+オ｣と｢オ段音十ヲ｣という台湾語オ段長音表記 4の語である｡台湾語の発音によると､前者の ｢オ｣

は[〇] ｢ oである｡で､後者の ヲ｣は[]

また､後述のように､台湾語仮名表記の変化過程において､｢オ｣ ｢ヲ｣に関する台湾語仮名表記は､

｢オ段音+オ｣と ｢オ段音+ヲ｣ という､台湾語オ段長音表記 も含め､ しばしば改訂の対象になって

いる｡よって､本研究では､日本統治時代に出版された､台湾語仮名表記が使われた日本語 ･台湾語

対訳著書(以下､｢日台対訳資料｣ と称す)を利用 して､オ段長音表記を含めた ｢オ｣ ｢ヲ｣の分析 を通

して､台湾語仮名表記の変化過程を考察 したい｡ 

2 台湾語に在リテハ ｢カ｣行､｢タ｣行､｢バ｣行･及ビ ｢サ｣行ノ場合二於テ､之ヲ発音スルニ際シ､喉頭摩擦音 (h)ヲ伴フコ

トアリ､普通之ヲ出気音 卜称ス､其発音ハ ｢カハア｣､｢タハア｣･｢バ-ア｣､｢ザ-ア｣等ノ如シ｡カ● キ● ク● ケ● コ●､

タ● チ● ツ● テ● 卜●･パ● ピ● プ● ペ● ポ●､ず● チ● ヲ● モ● ヲ● (『日台大辞典』｢台湾罷ノ発音｣p8) 

3台湾語の声調は八声であるが､第二声と第六声の声調は同じであるので､実際は七声である よって､『日台大辞典』に示｡

された八声符号は､七つの声調となっている｡ 

4 ｢ォ段音十り ｣ ｢オ段音十オ｣ ｢オ段音+ヲ｣の台湾語仮名表記は､台湾語発音では長音にならないが､本研究では便宜上､
この三種類の台湾語表記を｢台湾語オ段長音表記｣と呼ぶ｡ 

91 (14) 



岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第25号 (2008.3) 

2 台湾語仮名表記の変化過程 

2.1 台湾語仮名表記の草創期 (1895-1901)

総督府名義で出版された最初の台湾語仮名表記が使用された書籍は 『台湾十五音及字母附人声符

号』 (1895年12月28日)である｡これは開南語通俗韻書 ｢十五音｣に倣って､編纂された台湾語仮名

表記による台湾語の音節表といったものである｡樋口1984によると､｢｢十五音｣は関南語研究の基礎

である｡(中略｡)いわゆる ｢十五音｣とは､明末から清初にかけて福建にあらわれた数種の方言韻書と､

その流れをくむ雑多な版本の総称にすぎない｡｣ (pl)

『台湾十五普及字母附人声符号｣】が出版された後､1896年11月 8日に 『訂正台湾十五音及字母表附

人声符号』､同年11月14日に 『台湾十五音及字母詳解』も発行された｡本研究では､これら三冊の書

籍を ｢三冊の台湾語音節表｣と称す｡

三冊の台湾語音節表の書名に見られる､｢台湾十五音及字母｣の ｢十五音｣とは十五個の声母のこ

とである｡つまり､三冊の台湾語音節表は､声母と韻母を縦横に配列 して､それが交差する所に､当

該の声母と韻母の反切による発音を代表する文字を示したものである｡これは､『韻鏡』と似た仕組

みである｡三冊の台湾語音節表の各文字には､台湾語仮名表記が付されており､それらは､総督府が

規定した､規範的な台湾語仮名表記である｡よって､三冊の台湾語音節表は､台湾語仮名表記につい

ての解説書としての側面も持っていると言える｡

『台湾十五普及字母附人声符号』 (1895年12月28日)については､先行研究では､現存 しないとされ

ることもある｡例えば､呉1955:12では､｢『台湾十五音及字母表』は､その人声符号が 『新日本語言

集甲号』に引用されていることが知られているが､原本は現存 していない｡｣ (日本語訳は筆者)とされ､

洪1993:14では､｢学務部は 『訂正台湾十五音及字母表附人声符号』を刊行する前に､『台湾十五普及

字母表』という韻書の編纂を終えていたはずである｡しかし､諸文献からもこの本の存在は確認でき

ず､既に失われたものと思われる｡｣ (日本語訳は筆者)とされている｡しかし､冨田2000:184によっ

て､この本が現存し､拓殖大学図書館に所蔵されていることが明らかとなった｡

吉野1927には､｢第二回講習員は甲乙二種に区別して之を募集 し-･-両種共客年十二月十五日着台

し--其の土語教授の状況は甲乙両種共に初は台湾十五音及字母表同詳解に就き発音及発声の練習を

為さしめ (後略)｣(p74)という記述が見られる｡このように､三冊の台湾語音節表が発行されて間

もない頃､1896年12月に始まった国語学校第二回の講習を受けた講習貞たちに台湾語発音と発声の練

習に､『台湾十五音及字母附八声符号』と 『台湾十五音及字母詳解』が使用されたのである｡

三冊の台湾語音節表は､総督府名義で出版されており､著者名は明記されていない｡ただ､他の書

籍との影響関係については､指摘できそうである｡国府1931は､『訂正台湾十五音及字母表附人声符号』
マ マ

は､｢伊沢修二先生の日清字鑑 とMacgowanのEnglishandChineseDictionaryoftheAmoyDialect及び

同じ著者のA ManualoftheAmoyColloquialに拠るもの｣5(p91)としている｡実際に､台湾語仮名表 

5なお､国府 1931によると､この話は ｢昭和五年五月二十日小Jl情 義氏談｣によるものである｡ 
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記を検証してみたところ､確かに 『日清字音鑑』からの影響は指摘できるように思われる｡

例えば､三冊の台湾語音節表の台湾語仮名表記には､① ｢グ｣で鼻音[r ●｣]]を表す､②仮名の下に｢

を付けて台湾語の出気音を表す､③仮名の上に ｢-｣を付けて､日本語にない台湾語発音を示す､な

どの工夫が見られる｡

そして､これらと同様の工夫は､『日清字音鑑』でも見られる｡

例えば､① ｢グ｣で鼻音 [r]]を表す､②仮名の下に ｢O｣を付けて台湾語の出気音を表す､③仮名

の左や後ろに ｢-｣を付けて､日本語にない台湾語発音を示す､などである｡

台湾語仮名表記について､小川1900は､次のように述べている0

台湾ノ音ヲ記スルニ方リテハ､原 トヨリ古キ仮字遣 トイフモノナケレバ､前ノ学務部長タリシ伊

沢氏ハ､日本ノ仮字ニテ記シ得ラレザル四五ノ音ノ為メニハ､在来ノ仮字二新シキ記号ヲ付シテ､

之ヲアラハスコト､シタリ｡ (p35)

ママ
また､小川は､『日台大辞典』 の ｢台湾語ノ発音｣でも､｢右新造ノ符号仮名､及ビ符号ハ元学務務

長伊沢修二氏ノ製定セル所ナリ｡｣と述べており､以上のことから､台湾語仮名表記の原案は伊沢修

二が考案したと考えられる｡

『台湾十五普及字母附人声符号』 が刊行される前の民間出版の日台対訳資料の台湾語仮名表記はか

なり自由であった｡例えば､『台湾土語』 (1895年12月28日 (再版)､佐野直記)では､｢一〇｣｢半△｣

のような､文字の右下に､｢o｣や ｢△｣を付けて､入声や鼻音を表す表記が見られる｡

三冊の台湾語音節表に規定された台湾語仮名表記は､台湾総督府出版の書籍に従われた｡しかし､

民間出版の日台対訳資料の殆どは依然として各自の表記法を使っている｡

例えば､三冊の台湾語音節表には､小文字の ｢ク｣ ｢ツ｣ ｢プ｣で入声､｢●｣ で出気音､｢( )

/ ＼ ′ く t ､･｣ (常音)｢』 6 クヽ C( ト Q｣ (鼻音)などの人声符号で声調を

表すと定められた｡しかし､台湾語仮名表記の草創期 (1895-1901)において､『台湾十五普及字母

附人声符号』以後の民間出版の日台対訳資料 (七冊)の中で､三冊の台湾語音節表に規定された入声､

出気音､八声符号を確実に使ったのは､『台湾会話篇』 (1896年 3月15日､辻清蔵 ･三矢重松)､『日台

会話新篇』 (1899年 7月16日､杉房之助)の二冊だけである｡

次に､台湾語仮名表記の草創期 (1895-1901)に出版された各日台対訳資料の台湾語オ段長音表記

の実態を概観して行こう｡台湾語仮名表記の草創期 (1895-1901)の目白対訳資料におけるオ段長音

表記をまとめると､表 1の通りである｡ 

a.三冊の台湾語音節表が出版される前の書籍

三冊の台湾語音節表が出版される前の書籍では､さまざまなオ段長音表記がなされている｡

現存最古と目される日本人が作った日台対訳資料は､『台湾語集』 (1895年 7月18日､俣野保和)で 
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ある｡本書では､台湾語オ段長音の表記の殆どは ｢オ段音十一｣であるが､｢号ホオ｣ ｢道 トウ｣ ｢糊

コオー｣ ｢烏オウー ｣ ｢桃 トーオ｣などの表記も混在 している｡

『台湾言語集』 (1895年 8月29日､岩永六一)のオ段長音は主に ｢オ段音十り｣ (｢島 トウ｣)､｢オ段

音十一｣ (｢雨ホー｣) の二種類になっているが､｢鎖ソオ｣ ｢舵 トヲ｣のような例外 も見られる｡

『台湾語』 (1895年12月 5日､田内八百久万)において､オ段長音は主に､｢オ段音十 l｣ (｢路ロ l｣

｢大 トl｣ など)と､｢オ段音+オ｣ (｢塗 トオ｣ ｢無ボオ｣など)の二通 りの表記になっている｡

また､前掲の 『台湾土語』 (1895年 12月28日)では､台湾語オ段長音表記は､｢オ段音十一｣が最 も

多い｡ただし､｢塗と- ｣ ｢塗とを-｣､｢都と- ｣ ｢都とを-｣､｢好は- ｣ ｢好ほを｣のように､複数の

表記がある語も存在 している.また､｢高こお｣｢膏こを｣｢曳こお-｣､｢屠 とお｣｢多とを｣｢徒とお-｣

などのように､同音の語に異なる表記が示されることも少なくない｡ 

b.三冊の台湾語音節表が出版された後の書清

三冊の台湾語音節表では､オ段長音に ｢オ投音+オ｣ ｢オ段音+ウ｣の二通 りの表記が規定された｡

しかし､この規定は､その後出版された日台対訳資料で遵守されたとは言い難い｡

例えば､『台湾十五音及字母附八声符号Jlの ｢土｣ ｢租｣の表記は､｢ト●オ｣ ｢ワオ｣､｢好｣ ｢無｣

は ｢ホウ｣ ｢ボウ｣ である｡ しかし､『新 日本語言集甲号』6 (1896年 2月11日､台湾総督府民政局学

務部)の表記は､｢土 ト●オ｣ ｢租 ワオ｣､｢好ホオ｣ ｢無ボオ｣となってお り､『台湾十五普及字母附人

声符号』で ｢オ段音十り｣と規定された語も､｢オ段音+オ｣で表記されている｡『新 日本語言集甲号』

のオ段長音表記は､｢与ホー ｣ ｢歩ポー｣などの僅かな例を除き､｢オ段音 +オ｣である｡

同じことは､総督府が出版 した 『台湾適用小学読方作文掛図教授指針』 (1896年11月21日)､『台湾

適用会話入門』(1896年11月30日)でも言える｡この二冊の書籍のオ段長音表記も､僅かな例を除き､｢オ

段音 +オ｣である｡

台湾語仮名表記の草創期 (1895-1901)の目白対訳資料で､三冊の台湾語音節表の規定通 りに､台湾

語オ段長音表記を ｢オ段音+オ｣と ｢オ段音+ウ｣としているのは､管見の限りでは､『台湾会話篇』 

(1896年 3月15日)､『日台小字典』 (1898)､『日台会話新篇｣】 (1899)だけである｡

このように､台湾語仮名表記の草創期において､総督府が規定した台湾語オ段長音表記 (｢オ段音 +

オ｣｢オ段音十り｣)を遵守 した書籍は多 くはない｡しかし､『訂正台湾十五音及字母表附人声符号』(1896

年11月 8日)､『台湾十五普及字母詳解』(同年11月14日)以後に出版された書籍では､『実用日台新語集』 

(1898年 6月 6日)を除き､それまでオ段長音に用いられていた｢-｣が使われなくなり､｢オ段昔+オ｣ 

6本書は 『台湾十五普及字母附人声符号』以後に出版 されたが､『訂正台湾十五音及字母表』 と 『台湾十五音及字母詳解』 よ

り早 く出版されたものであるため､厳密には三冊の台湾語音節表が出版 された後の書籍にはならない｡しかし､三冊の台湾

語音節表におけるオ段長音表記が-敦 しているので､本論文では､便宜的に 『台湾十五普及字母附八声符号』や 『訂正台湾

十五音及字母表附八声符号』以後に出版 された書籍 も ｢三冊の台湾語音節表が出版 された後の書籍｣と見なす｡ 
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のみが使用されるか､｢オ段昔十オ｣ ｢オ段昔+ウ｣が併用されるかの二パターンとなった｡すなわち､

三冊の台湾語音節表の既定は､定着するところまではいかなかったが､混乱していた台湾語オ段長音

表記を整える役割を果たしたと言える｡ 

2.2 台湾語仮名表記の定着期 (1901-1931) 

1901年に 『訂正台湾十五音字母詳解』は台湾総督府民政部学務課の名義で刊行された｡本書は台湾

総督府が出版した最終の台湾語発音教材である｡本書には､上記の 『台湾十五普及字母詳解』に小川

尚義の手による七つの訂正項目が付け加えられた｡その中で､台湾語オ段長音表記と関わる項目は次

の ｢蝶 ｣ 韻に関する語の項目である｡(『訂正台湾十五音字母詳解』の ｢緒言｣ p3)

-､従前､｢蟻｣ニ属スル諸音ヲ記スルこ､｢オウ｣等ノ仮字ヲ用井タリシガ､今ハ之ヲ改メテ､

｢オヲ｣等ノ如ク記スル｢トセリ｡

すなわち､この項目において､『台湾十五普及字母詳解』の ｢オ段音+ウ｣と表記された語を全部 ｢オ

段音+ヲ｣と改めると規定された｡

本書が刊行されてから出版された日台対訳資料のオ段長音表記の実態を見てみよう｡表2-aは 『訂

正台湾十五音字母詳解』 (1901)以後に出版された日台対訳資料のうち､筆者が入手できた書籍 (出版

年不詳の書籍を除く)における台湾語オ段長音表記をまとめたものである｡

表2-aによると､『訂正台湾十五音字母詳解』 (1901)以後出版された日台対訳資料において､台湾語

オ段長音の仮名表記は､『日台埋諺詳解』 (1913)を除き (台湾語オ段長音表記は ｢オ投音十オ｣､｢オ

段音+ウ｣になっている)､残 りの書籍は全部 ｢オ段音+オ｣と ｢オ段音+ヲ｣の二通りになってい

る 7｡それまでの台湾語オ段長音表記の不統一な状況は本書の出現によって改善されたと言える｡

『日台大辞典』もこの規定に従い､『日台小字典』(1898)の｢オ投昔 +ウ｣の語は､『日台大辞典』(1907)

では､全部 ｢オ段音+ヲ｣と表記されている｡

この台湾語オ段長音表記の変更は､杉房之助が著した 『日台会話新篇』 (1899)と 『目白会話大全』 

(1902)からも確認できる｡前述の通り､『日台会話新篇』(1899)のオ投長音表記は､｢オ段音十オ｣ (例

:｢所ソオ｣ ｢雨ホオ｣ ｢路ロオ｣)と ｢オ段音 +ウ｣ (例 :｢無ボウ｣ ｢好ホウ｣ ｢多 トウ｣)である｡

一方､『日台会話大全』(1902)のオ段長音表記は､｢オ段音+オ｣と｢オ段音+ヲ｣となっており､『日

台会話新篇』で ｢オ段音十り｣であったところが､すべて ｢オ段音+ヲ｣となっている｡このオ投長

音表記の変更は､二冊の出版の間に出版された､『訂正台湾十五音字母詳解』に倣ったものであると 

7表2-aによると､『訂正台湾十五音字母詳解it (1901)以後出版された日台対訳資料において､ゼロ声母のオ段長音の語 (太字


にしている語)の表記は､｢オオ｣｢オヲ｣(例えば､｢鳥オオ｣｢高オヲ｣)以外､｢オ｣｢ヲ｣｢ヲヲ｣(｢鳥オ｣｢嬢ヲ｣ ｢鴻ヲヲ｣)


という表記も使われていた｡｢オオ｣ ｢ヲヲ｣と ｢オ｣ ｢ヲ｣は音の長さで違うだけで､そのうえ､台湾語では､同じ発音の

長さの違いで異なる意味が生 じないため､両者を基本的に同じ表記を見なしていいと思われる｡
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言えよう｡

日本統治時代における台湾語オ投長音表記は､その後､変更されることはなく､｢オ段音+オ｣と｢オ

段音+ヲ｣がずっと用いられた｡例えば､日本統治時代の後期に出版された 『日台会話大全』 (1937､

改訂第 23版)､『新訂日台大辞典上巻』 (1938)､『台湾語教科書』 (1944､改訂第 11版)などでも､オ投

長音は､全部 ｢オ段音+オ｣と ｢オ段音+ヲ｣の二通 りで表記されている｡ 

2.3 台湾語仮名表記の成熟期 (1931-1945)

前述のように､『訂正台湾十五音字母詳軌 】の台湾語仮名表記は､その後の台湾でかなり長い期間

使われた｡しかし､その表記に関して､見直しが全 く行われなかったということはない｡日本統治時

代に出版された日台対訳資料には､『訂正台湾十五音字母詳解｣1の ｢ず｣､｢チ｣､｢ヲ｣､｢モ｣､｢ワ｣

だけではなく､新造の符号仮名 ｢ラ｣｢才｣が見られる書籍がある｡

この ｢ラ｣｢牙｣ という新造の符号仮名を最初に登場させたのは､『国語対訳台語大成』(初版 1916

午) 8であるo｢岡安､泉州､樟州音ノ比較｣ という部分に､｢｢イ｣ ト ｢ウ｣ ノ中間音ノ仮名ハ ｢ラ｣

ヲ用ヒマス｣ ｢｢エ｣ ト ｢オ｣ノ中間音ノ仮名ハ ｢才｣ヲ用ヒマス｣という説明が見られ､泉州音の表

記に使われている｡しかし､｢ラ｣｢才｣が見られるのは､｢岡安､泉州､樟州音ノ比較｣という部分

のみである｡

『台目大辞典』 (1931-1932)においても､この新造の符号仮名 ｢ラ｣｢才｣が使われている 9｡『台

目大辞典』で ｢ラ｣｢才｣が使われている語には､全部､泉州音であるという説明が付されている｡

例えば､｢居住｣という台湾語は､｢タラ ツウ 居住｡(泉) 【居クウ住ツウ】｡｣と記されており､｢(泉)｣

によって泉州音であることが示されている｡(【 】内は度門音の語である｡ )

『台目大辞典』では､次に示す ｢凡例｣にあるように､直門音の語を標準 としつつも､淳州音､泉

州音の語もできるだけ採録する方針が取られていたようである｡

本書に於て採用せる語音は主として度門音を標準とせ り､此れ度門音は淳州昔､泉州音の中間に

位 し､二者の特質を併有するを以てなり､然れども捧州､泉州其他に於て特別の昔を有するもの

は又成るべ く之を採録せ り｡ (｢凡例｣ pl)

『台目大辞典』では､｢ラ｣｢才｣は泉州音にのみ用いられており､度門音､津州音の語には使われ

ていない｡このことから､『台目大辞典』に見られる ｢ラ｣ ｢芽｣は､泉州音を表記するために加えら

れた新造の符号仮名であると言える｡ 

8現在､初版の入手は困難であるため､以下の記述は､筆者が入手できた第 6版( 1925年発行)に基づく｡ 
9 『台日大辞熟 において､｢ヲ｣｢才｣ の発音については次の説明が施されている (台湾語の声調符号を省略する) 0

ヲ 唇 ｢イ｣舌 ｢ウ｣の位置にて発する音を表はす O
余ヴヴ 居ク学 者スヲ 鋸ク ヴ 除目 慮ル苧 魚 79

才 唇 ｢エ｣舌 ｢ヲ｣ (狭き ｢オ｣､)の位置にて発する音を表はす｡

鍋 才才 過コ牙 税ソ才 火ホ才 飛ポ才 袋 卜才 尾ポ才 
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｢ラ｣ ｢牙｣という新造の符号仮名 10は 『国語対訳台語大成』で初めて用いられたが､『台目大辞典』

で泉州音の表記に使われたことで､広 く世間の目に触れることになったと言えよう｡

ところで､前述のように､『訂正台湾十五音字母詳解』 (1901)以後､台湾語オ段長音の表記は ｢オ

段音+オ｣と ｢オ段音十ヲ｣の二通 りで定着したが､オ段長音以外では､｢オ｣ ｢ヲ｣の表記に揺れが

見られる｡具体的には､①イ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記､②ゼロ声母且つ二重母音の語頭に来

る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記の場合である｡ 表2-bは筆者が入手した､『訂正台湾十五音字母詳解』 (1901)以後

出版された日本統治時代の日台対訳資料 (出版年不詳の書籍を除く)における､①②の表記の語をま

とめたものである｡

①イ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記

『訂正台湾十五音字母詳解』において､｢イ段音+ヲ｣という表記がなく､｢イ段音十オ｣の表記に

なっている語は ｢腰｣韻に属す語 (例えば､｢腰イオ｣ ｢焼シオ｣など)である｡表 2-bから分かるよ

うに､｢腰｣韻の語については､｢イ段音+オ｣で表記する書籍と､｢イ段音+ヲ｣で表記する書籍が

ある｡両者は割合から言うと､ほほ互角である｡中には､『日台会話初歩』 (1908)のように､｢イ段音

+ヲ｣ (｢釣チヲ｣ ｢票ピ･ヲ｣など)､｢イ段音+ヨ｣ (｢薬イヨ｣ ｢石チ ョ｣ ｢庸チョ｣など)と､｢イ段

普 +ヨヲ｣ (｢茄キョヲ｣ ｢橋キョヲ｣ ｢少チョヲ｣など)が混在している書籍もある｡このように､｢腰｣

韻の語の表記は､資料によってまちまちであり､統一されていない｡

小川尚義が中心となって編纂 し､総督府の名義で出版された 『日台大辞典』 (1907)でも､｢腰｣韻

に属す語は ｢イ段音+オ｣で表記されている｡しかし､同じく小川尚義が中心となって編纂し､給督

府学務課の名義で出版された 『台目大辞典』 (193H 932)では､｢腰｣ 韻に属す語は ｢イ段音 +ヲ｣で

表記されている｡

『台目大辞典』以後に出版された台目対訳資料でも､｢腰｣韻に属す語は､全部 ｢イ段音+ヲ｣と

いう表記になっている｡これはつまり､『台目大辞典』が ｢イ段音十ヲ｣という表記を採用したことが､

他の書籍に影響を及ぼし､不統一の状況が改善されたということである｡このことは､何回も版を重

ねた 『日台会話大全』 (杉房之助)からも確認できる｡ 

1902年に出版された 『日台会話大全』はその後､何回も重版された｡以下では､現存する 1902年の

初版､ 1925年の第 20版､ 1937年の改訂第 23版を対象として､台湾語仮名表記における ｢オ｣ ｢ヲ｣表

記の変化を検証する｡下記の表 3､表 4､表 5は､『日台会話大全』 の各版におけるオ段長音の ｢オ｣ 

10 咽 語対訳台語大成｡の編集者は劉克明であるが､｢ヲ｣ ｢才｣ という新造の符号仮名を作ったのが劉克明であるかは断言で

きない｡咽 語対訳台語大成』は､当時､台湾総督府編集官であった小川尚義が校閲をしており､小川尚義の意見で 『国語

対訳台語大成』に用いられた可能性もある｡『台目大辞典』 との関係から述べれば､劉克明が作った符号仮名を､小川尚義

が 『台目大辞典』で用いた可能性もあれば､小川尚義が ア台目大辞典』で用いる予定だった符号仮名の使用を､劉克明に助

言した可能性もあるということである｡しかし､いずれにしても､劉克明と小川尚義が関わっていることは間違いないと考
えられる｡ 
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表 3 ｢オ段音+オ｣ 表 4 ｢オ段音+ヲ｣ 表 5 ｢イ段音+オ､ヲ｣ 

1902年 1925年 1937年 1902年 1925年 1937年 1902年 1925年 1937年
初 版 第20版 改訂第23版 初 版 第20版 改訂第23版 初 版 第20版 改訂第23版

五ゴオ 五ゴオ 五ゴオ 掻ソヲ 掻ソヲ 掻ソヲ 橋キオ 橋キオ 橋キヲ

顧コオ 顧コオ 顧コオ 刀 トヲ 刀 トヲ 刀 トヲ 焼シオ 焼シオ 焼シヲ

雨ホオ 雨ホオ 雨ホオ 号ホヲ 号ホヲ 号ホヲ 招チオ 招チオ 招チヲ

給ホオ 給ホオ 給ホオ 無ボヲ 無ボヲ 無ボヲ 薬イオ 薬イオ 薬イヲ

布ポオ 布ポオ 布ポオ 討 ト ヲ 討 ト ヲ 討 ト ヲ 葉ヒオ 葉ヒオ 葉ヒヲ

｢ヲ｣表記､イ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記をまとめたものである｡

表 3-表 5から､1902年の初版と1925年の第20版では､台湾語仮名表記の ｢オ｣ ｢ヲ｣の表記方針

が全 く同じであることが分かる｡オ段長音には ｢オ｣ ｢ヲ｣の書き分けが見られるが､｢腰｣韻に属す

語に関しては全部 ｢オ｣で表記している｡

一万､1937年の第23版では､｢オ段音+オ｣ ｢オ投音+ヲ｣の表記は､1902年の初版や1925年の第20

版と同じであるが､｢腰｣韻に属す語の表記は異なっている｡表 5から､1902年の初版と1925年の第20

版では､｢腰｣韻に属す語には ｢オ｣が用いられているのに対 し､1937年の改訂第23版では､それら

が全部 ｢ヲ｣で表記されていることが分かる｡これは前述の 『台目大辞典｣l と同じ表記であり､表 5

の語は､『台目大辞典』でも全部 ｢イ段音+ヲ｣である｡すなわち､1937年の改訂第23版における ｢オ｣

｢ヲ｣の書き分けは､『台目大辞典』と一致していることになる｡このように､『日台会話大全』の ｢オ｣

｢ヲ｣表記の変化には､『台目大辞典』 (193ト1932)の影響が考えられる｡

同様のことは､台湾総督府警察官及司獄官練習所が編纂した､『台湾語教科書』 (1922)､『台湾語教

科書』 (1932)､『台湾語教科書』 (1944)からも確認できる｡これらはすべて同じ書名であるが､『台湾

語教科書』 (1922)と 『台湾語教科書』 (1932)は､内容が異なる別の書籍で､『台湾語教科書』 (1932)

と 『台湾語教科書』 (1944)は､同内容の書籍であり､後者が前者の改訂第11版である｡

『台湾語教科書』 (1922)では､｢腰｣韻に属す語の表記は､｢叫キオ｣ ｢小シオ｣ ｢焼シオ｣ ｢尿ジオ｣

｢招チオ｣のように､｢イ段音+オ｣となっている｡

他方､『台湾語教科書』 (1932)と 『台湾語教科書』 (1944)では､｢腰｣韻に属す語の表記は､｢叫キヲ｣

｢小シヲ｣ ｢焼シヲ｣ ｢尿ジヲ｣ ｢招チヲ｣のように､｢イ段音 +ヲ｣となっている｡

このように同一の編纂者による書籍で､｢腰｣ 韻に属す語の表記が変化 していることからも､『台目

大辞典』 (193ト1932)が以後に出版された日台対訳資料に､表記面での影響を及ぼしていることが言

えるであろう｡

ところで､｢腰｣韻に属す語を ｢イ段音+ヲ｣で表記したのは､『台目大辞典』が最初ではない｡し

かし､以上の検証から､本辞書の出現によって､日台対訳資料の ｢腰｣韻に属す語の表記が､｢イ段 
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音十ヲ｣に統一されたと言えるのではなかろうか｡

前述のように､台湾語のオ段長音表記を台湾語の発音から判断すると､｢オ｣は[〇]､ヲは[o]を表

す｡｢腰｣韻に属す ｢ 焼｣ ｢ 薬｣｢ 橋｣ [io]｢ sio 招｣ [ho橋｣ ｢ 招｣ ｢ 葉｣ の台湾語の発音は､｢ g 焼｣ [ ]｢ ci]

iP]｢ ho であり､これを忠実に仮名表記すると､｢ 焼シヲ｣ ｢｢薬｣ [o 葉｣ [i?] 橋キヲ｣ ｢ 招チヲ｣ ｢薬

イヲ｣ ｢葉ヒヲ｣のように､｢イ段音+ヲ｣となる｡このことから､『台目大辞典』における ｢腰｣韻に

属す語の表記の改訂により､台湾語仮名表記は､実際の発音に近い､完成された形になったと言える｡

②ゼロ声母且つ二重母音の語頭に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記

『訂正台湾十五音字母詳解｣】では､ゼロ声母且つ二重母音の語は､語頭が ｢オ｣となっており､｢ヲ｣

となっている語はない｡例としては､｢借オア｣ ｢歪オァイ｣ ｢菟オァヌ｣ ｢嘩オァン｣ ｢話オエ｣ ｢(梶

オア)｣｢(柾オァイ)｣11などが挙げられる｡それらは､『訂正台湾十五音字母詳解』で､｢歌｣韻､｢歪｣

韻､｢菟｣韻､｢嘩｣韻､｢話｣韻､｢麻｣韻､｢開｣韻に属するゼロ声母の語である｡しかし､『訂正台

湾十五音字母詳解』以後に出版された日台対訳資料には､それらの語の ｢オ｣を ｢ヲ｣と表記してい

るものも少なくない｡すなわち､『訂正台湾十五音字母詳解』における①②の ｢オ｣の表記は､その

後出版された日台対訳資料で､そのまま踏襲されることもあれば､｢ヲ｣と表記されることもあった

ということである｡

表2-bによると､『訂正台湾十五音字母詳解』以後に出版された日台対訳資料では､ゼロ声母且つ

二重母音の語頭に来る ｢オ｣｢ヲ｣の表記に､A.全部 ｢オ｣表記､B.全部 ｢ヲ｣表記､C.｢オ｣｢ヲ｣

表記の併用､という三つのタイプがある｡ 

B.全部 ｢ヲ｣表記となっている最初の書籍は､1911年の 『埠釧用語』である｡それ以前の書籍で

は､ゼロ声母且つ二重母音の語頭の表記は､全部 ｢オ｣となっている｡また､C.｢オ｣ ｢ヲ｣表記の

併用となっている最初の書籍は､1922年の 『台湾語捷径』である｡

『台目大辞典』 (193ト1932)の出版後､ゼロ声母且つ二重母音の語頭がA.全部 ｢オ｣表記となる

書籍は見られない｡ゼロ声母且つ二重母音の語頭に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記は､『台目大辞典』の出版に

より､整備されたと言える｡

しかし､『台目大辞典』出版後も､完全にB.全部 ｢ヲ｣表記となったわけではなく､『台湾語之研

究』 (1931､熊谷良正)､『実業教科台湾語及書翰文』 (1934､劉克明)､『新選台湾語教科書』 (1935､

張耀堂)の三冊 (表2-bで点線で囲んでいる書籍)は､ C.｢オ｣ ｢ヲ｣表記の併用となっている｡

また､①イ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記の検証で用いた､『日台会話大全』 (1902年初版､1925

年第20版､1937年改訂第23版)や､『台湾語教科書』(1922)､『台湾語教科書』 (1932)､『台湾語教科書』 

ll ｢麻｣韻と ｢臥 韻に属す語は､鼻音化韻母[-]を含む語である0台湾語仮名表記では､｢碗オア6｣ ｢柾オァイ ト｣のよ

うに､鼻音化韻母は鼻音の人声符号によって示される｡本論文では､人声符号は省略 し､｢麻｣韻に属す語 (｢碗｣ ｢換｣ ｢婁 ｣)

と､｢開｣韻に属す語(｢柾｣など)には､( )を付けて示す｡ 
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(19440 1932の改訂第11版)においても､『台目大辞典』の出版前 と後 とで､ゼロ声母且つ二重母音の

語頭に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣の表記に変化が見られる｡(表2-bを参照されたい｡)

『日台会話大全』の初版 (1902年)と第20版 (1925年)では､ゼロ声母且つ二重母音の語頭は ｢オ｣で

表記されているが､改訂第23版 (1937年)では､全部｢ヲ｣となっている｡同様に､『台湾語教科書』(1922)

では､ゼロ声母且つ二重母音の語頚は､｢オ｣で表記されているが､『台湾語教科書』 (1932)､『台湾

0語教科書』 (1944 1932の改訂第11版)では､｢ヲ｣となっている｡

以上の検証から､ゼロ声母且つ二重母音の語頭に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記は､『台目大辞典』の出現に

よって､完全とは言えないまでも､整備されたと言えよう｡ 

3 おわりに

以上の分析から､台湾語仮名表記の変化過程は､次の表 6のようにまとめることができる｡

表 6

台湾語仮名表記の三段階 規範が示された書籍 .変わり目となった書籍

草創期 (1895-1901) 『台湾十五普及字母附人声符号』 (1895)『訂正台湾十五普及字母表
附人声符号』 (1896)『台湾十五普及字母詳解』 (1896)

定着期 (1901-1931) 『訂正台湾十五音字母詳解』 (1901)

台湾語仮名表記は､『訂正台湾十五音字母詳解』 (1901)までは､幾度もの改訂がなされた｡しかし､

『訂正台湾十五音字母詳解』以降は､『訂正台湾十五音字母詳解』に規定された台湾語仮名表記が使

われ続け､『台目大辞典』においても､小幅な修正が行われたのみである｡

①イ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記､②ゼロ声母且つ二重母音の語東に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記に関

しては､『訂正台湾十五音字母詳解』以降も､その表記には揺れがあった｡しかし､全体的に見れば､

『訂正台湾十五音字母詳解』の刊行によって､日本統治時代の台湾語仮名表記は定着をみたと言える｡

そして､①イ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記､②ゼロ声母且つ二重母音の語頭に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表

記を整備した 『台目大辞典』の刊行によって､台湾語仮名表記は成熟の段階を迎えたのである｡

ところで､定着期の 『訂正台湾十五音字母詳解』 と､成熟期の 『台目大辞典』は､どちらも小川尚

義の手によるものである｡小川尚義は､1896年12月15日12に台湾の地を踏んだ｡そのため､台湾語仮

名表記の原点とも言える､『台湾十五音及字母附人声符号』 (1895)､『訂正台湾十五普及字母表附人声

符号』 (1896)､『台湾十五音及字母詳解』 (1896)の編纂には関わっていない｡しかし､以後の台湾語 

12小川尚義1927｢三十年前の思ひ出｣による｡ 
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仮名表記の規範となった 『訂正台湾十五音字母詳解』と､台湾語仮名表記の完成形を示した 『台目大

辞典』を生み出した人物であることを考えると､小川尚義は台湾語仮名表記の変化過程において最も

重要な人物であったと言えよう｡

また､『国語対訳台語大成』 (1925年第 6版､劉克明)の表記は､『訂正台湾十五音字母詳解』の表記

とは異なっており､① ｢腰｣韻に属す語は ｢イ段音+ヲ｣表記で､②ゼロ声母且つ二重母音の語頭に

は ｢オ｣ ｢ヲ｣表記が併用されている｡しかし､『国語対訳台語大成｣1には､小川尚義の校閲があった

ことが明記されており､本書の表記も､小川尚義と関わるものと言える｡小川は､『国語対訳台語大成』

の初版年である 1916年､或いはもっと早い時期に､『訂正台湾十五音字母詳解』で規定した( ∋(参の表

記を改訂する意向を持っていて､それを 『台目大辞典』 (1931-1932)で実現させたのかもしれない 13｡

他にも､当時規範とされた台湾語仮名表記(表 9の ｢変わり目となった書籍｣に示されている表記)

とは､異なった表記を採用している著書は存在する｡ このことから､総督府は､規範となる台湾語仮

名表記を示しはしたが､その台湾語仮名表記に従うことを強要しはしなかったと言えよう｡

参考文献

く日本語参考文献) (アイウエオ順)

伊沢修二 1895『日清字音鑑』大 日本図書株式会社

小川尚義 1900｢仮名遣二関スル調｣ 『国語研究会報』 1号､復刻版 :ひるぎ社､ 1996年

小川尚義 1927｢三十年前の思ひ出｣､『台湾教育史』吉野秀公著 台湾 日日新報社所収

国府種武 1931『台湾における国語教育の展開』台北第-教育社

台湾教育会 1939『台湾教育沿革誌』､復刻版 :青史社､ 1982年

台湾稔督府民政部学務課 1901『訂正台湾十五音字母詳解』 (小川尚義執筆)※出版社表示なし

台湾総督府民政部総務局学務課 1902『国民読本参照仮名適法』台湾 日日新報社 (小川尚義執筆)

冨田哲 2000『統治者の言語学一 日本統治時代初期台湾での言語研究 と言語教育-』名古屋大学大学院国際開発研究

科博士学位請求論文

樋口靖 1984｢｢十五音｣ と ｢台湾十五音｣一台湾語研究のために｣ 『筑波中国文化論集』第 5号

吉野秀公 1927『台湾教育史J台湾 日日新報社

林美秀 2006｢F日台大辞典』の方言語嚢 ｣ F岡大国文論塙』第 34号 

13ただし､『国語対訳台語大成』では､②ゼロ声母且つ二重母音の語頭に､｢オ｣ ｢ヲ｣表記が併用されているが､『台目大辞典』

では､それらが全部 ｢ヲ｣で表記されている｡ 

81 (24) 



岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第25号 (2008.3)

く中国語参考文献) (画数の少ない順)

呉守惑1955『近五十年来台語研究之線成績』 自費出版

洪惟仁 1993｢日襟時代的台語辞典編纂｣ 『開南語経典辞書編纂 5日台大辞典 (上)』 台北武陵出版社

く日本語テキス ト)

表 1､表2-a､表2-bに示されている各 日台対訳資料｡ 
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表2-a 『訂正台湾十五書字母詳解』 (1901)以後に出版された日台対訳資料のオ段長音表記

『訂正台湾十五昔字母詳解』では､上入声と下入声の ｢オ段音+ヲ｣の語 (｢埠｣韻に属す語)は､｢兵 トヲ｣ ｢薄口ヲ｣
｢薄ポヲ｣のように､小文字の ｢ヲ｣を用いて表記されているが､表2-aに挙げた書籍の多 くは､印刷が悪いため､

小文字の ｢ヲ｣と大文字の ｢ヲ｣を判断しにくい｡そこで､それらの語は全部小文字の ｢ヲ｣を用いて示し､｢/｣
でほかの語とは区別 した｡また､『訂正台湾十五音字母詳解』 とは異なる台湾語オ段長音表記の語に下線を付 した｡

表2-b F訂正台湾十五音字母詳解』 (1901)以後出版された日台対訳資料におけるイ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表
記､ゼロ声母且つ二重母音の語頭に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記 
F訂正台湾十五昔字母詳解』では､｢腰｣韻に属す上入声と下入声の語は､｢薬イオ｣｢借チオ｣ ｢右チオ｣ ｢葉ヒオ｣

のように､小文字の ｢オ｣を用いて表記 している｡また､｢歪オァイ｣ ｢菟オァヌ｣ ｢唯オァン｣のように､小文字
の ｢ア｣を用いて表記 している語もある｡｢歌｣韻のゼロ声母の語で下入声の語､例えば､｢括オア｣なども､小文
字の ｢ア｣ を用いて表記 している｡しかし､表2-bに挙げた書籍の多 くは､印刷が悪 く､小文字の ｢オ｣｢ ｣ ｢ア｣ヲ

と､大文字の ｢オ｣ ｢ヲ｣ ｢ア｣の見分けが付 きにくい｡そこで､それらの語は､全部小文字の ｢オ｣ ｢ヲ｣ ｢ア｣で
示 し､｢/｣ でほかの語と区別する｡なお､｢麻｣韻に属す ｢碗｣ ｢換｣ ｢婁｣ と ｢隅｣韻に属す ｢柾｣などの鼻母音
を含む語は( )を付けて示す｡

書 名 編 者 版 年した書籍の 発行所 オ段音 +オ 麦2 a オ段音 +ラ イ投音 十オ イ段音 +ラ 音の清泉 に来る｢-ゼロ声母且つ二重母 音の静索 に来る｢ヲ｣筆者が使用 - b オ｣ゼロ声母且つ二重母
出版年/初 表2

1.十r五音字母A 瞳林学台湾畿貴雷府民職 9111年 3初版)月 帝展軟林 鳥トオオ､爾ホオ､絡 ロ苦 蟻 オ丁.昏 コケ,鶴サ/筆書ナ シ*､J 小 鰭 オエオオオア) 鐘オオオアイ)Tィ..驚丁ン､(括訂正台湾 0日( 学養瓢 コ.オオ､､所 ソオオ､､庄 ソ7､刀 ト丁､好ホ tビ.オオ､､JI ､垂.(傭 オ丁辞簾. 3 台湾紘曾 オ 姑 コ 嘉 イオ,叫 キ 丁丁メ ､､嶋ビオ/償チ*､嘉イ* 義

清畿曽府嶋鱒 ソオ､土 ト.オ､諜 ポ7,線ポヲ/肇オ▼ シオ､少チオ/藁イオ､ 怨 オ丁ヌ､歪 オアイ､
2.台蘇頼義｣ 也 2 2年初版)3月 新報牡 鳥 オオ､可 コオ､数 胃 ト丁､好ホ 丁､撫 ♯ イオ､叫キオ､相 俸 オア､ (畿オア)/r 中生轟音 ( 1099日( 台湾日日

書紀) ポオ､布ポオ 轟 ト, 惰シオ 括オ丁 

日台金筋 杉房 之助 ( 9 月5 ホオオ､給 ホオ､布ポ 村 ト.ヲヲ､､号 ジオ､招チオ､芙チ. 銅オア)3.大全Jr 雷糧) 蘇 1日(02年7 博文生 鳥オコ.オオ､､五 ゴオオ､､再徽 コ 土 韓オヲ､臓 ソト 刀 徽キオ､焼 シオ､見オ/藁イオ､葉ヒ* 能オエ､抵オエ､牡オエ､(初版) ホヲヲ､､無ポオ/学オヲ

4.音心得J台湾簿発 及司鷺宮擁青教官) 由講 89日3年 4( 月 盛文館 ゴ才､虎ホオ､簿ポ . *オヲ､告 コヲ､刀ラ/学オサ チヲr 林久 三 (義曽舟雷♯官 20 初版) オ､炉ロオ 展 ジヲ､少チヲ､冊所 1 鳥オオ､雷 コオ､五 トヲ､好ホヲ､抱ポ . 宙オエ､能オエ 

5.集Jr 久三 110日( 博文生 芦ロ オオ ､羊 オオ､姑 ト 嘉 コケ.秩 茄キオ､轍チオ､尿石ナナ 軽 鶴 オア)/古漬名月 杉房之助､林 23年初版)6月 コオオ､虎ホオ､布ポオ､ポヲ/轟 ト,丁､､嶋ホ 丁､■ ジオ､腰イオ/養イオ､ エ､ (9 鳥 柵 オ す 蕉チヲ 九 オオアヌ 

合資会社 コオ､数ソオ､土 ト. トす.換 ト.7.号 ナ*､JIビオ/轟イオ オ工､狭オエ/歪オア
6.典Jr日台新辞 杉房之助 1904(初版) 日本物産 鳥オオ､芋オオ､故 憾 *丁,徽 ソ丁､鋼 嶋キ*､娩 シナ､籍 傭 オT､抵 オ工､牡

支店 オ､虎ホオ､歩ポオ 轟▼/筆書す,轟 ト▼ 石ナナ､*.f■ ィ､完オ丁ヌ 

7.会蘇義⊥8台蕎用 市鹿乙重 10( 台持合 オ､布ポオオ､古 コオ､五L ポヲ/簿ボナ シヲ､寮 ビ.ラ/薬 軽 オエ､能オ工､岳r 9 初版) ゴオオ､8 河ホヲ､好ホヲ､無 イワ4 鳥 yオ､土ト. # イ ヲ､糠 キヲ､相 オエ/糟オ丁ヌ 

8.r 小川尚義 97初版) 政離艦養 鳥ソオオ､B ソ丁､刀 トす､曾ホヲ シオ､J ビオ/藁イオ､ オエ､( 鶴能日台大群 1 ( 局学務隷 Eトオ､呼ホオ､鋼 オす､轟 コケ､t f 換オア)0 畿雷舟民 オ､五 ゴオ､蘇 耕 イオ､義 キオ､娩 軽 オエ､蘇オ工､､(
鼻J 戸 ホオ､布ポオ､路 嚢ボ▼ ケ J ヒ* オオアイロオ /L*▼､事雷 借 シ*､石 チ*､葉 T)/韓オTヌ､歪

日台小帯 94 初版) 府 コオオ､五ゴオ､鹿 トオ､ 義 キ T､ (9.鼻Jr 小川頼義 210日8(年 3月 白薦鎗雷 鳥虎ホ オオ ､､歩ポオオ淵 オ､古 コ7､号ホブ/鷺ロ▼ チ .オオ､､鵬 ビ オオ/藁イオ､石チオ相 シ ､失 能オエ､岳オエ､瞥卓 オア)/清巣 *す､鋼ナナ､集 オオアヌ 

lO 日台 合 ♯久三色糟畿曽解 版 )/1008810年0(日5月( 欄生圭 鳥回兎 トト.オ､胡 ホオオオ､､､ロオオ 土 ト.. ホヲ､無ポヲ､豊里二ト 遭 ト 肘 釣 事7,幕 t纂ィ, Z.ヲ/ ア) 態 ) 楊有初歩.rJ ( 月29 再版)8年 4 苦 コ 衛 オ旦/雛オ▼ 構 キ ヲ､少 チヨヲ､缶オ工 (襖 エ､(法梶通釈) 3 9 初 虎 ホオオオ､､､布 ポオ､鎗 ヲヲ､､号 ホヲヲ､､好 藁イ ヨヨ､石チヨ オオ丁ヌ､､､清 オオオ 丁丁ヌ/響

ll. r 岩 崎 散 大 序台湾畿曽舟 911初版) 台湾拝鳶 鼻ワ** 戸 轟* J7 寓 ヲ､高 コヲ､刀 腰 イヲ､嶋 キヲ､娩招チヲ 鴨ビヲ坤榊 用 ( 1 ( Lt トヲヲ､号ホヲ､羅 ロ シヲ*､鈷 コ*､楓 鞍 ヲエ､能ヲ工､徽
静J 土木薇通釈) 膚研究会 ナ ヽ ヽ ラ/徽ヲ, 糠リ'? ､ ' ヲエ 

12 日台 農 片 {厳 (畿曽府法G通 11( 台湾椿研 鳥トオオ､鋼 トオ､牧口オ､( 小 シオ､娩 シオ､芙 着テオ 能オエオ丁/括オT､菟オT､蘇オエ､瞥義輝鱒⊥ : 初版) 刀 トウ､無ポウ).r 釈) 台湾 93 究会 無ポ オオ ､五 ゴオ､養 チオ/石チ* メ 

13. r台 湾 矢 川合真永 195(初版) 薪徽牡 五 ゴオ､誤 ゴオ､姶ホオ､歩ポオ､路 ロ 考 コ.す､儀 ト7,好轟丁､無ボケ/欄 叫キオ､小 シオ/義ナナイ書､ 槍 キ .暮､ 什 ア)/宛オ丁ヌ 線オ岳集J 1 台湾日日 オ I,､モコケ 軽 オエ､能オエオエ､静オア､(､岳

14 台 釈 国 字井美 95 ( 店 鳥オオ､所 ソオ､再 珂 オヲ､刀 ト9､号 僧 イ*､韓 キ*､少 能オ工､蘇オエ､(語教.r本⊥ 11 第 3 新高堂書 卓
初版)1 ホオ､布ポオ､簿ポ . ホヲ､無ポヲ/苧オす､ シ*､膿 ビ*/債シ*､ ア)版辛()/ 193 オ､路ロオ 幕ロケ 尺チ .I オオ丁ヌ/怨オTヌ､清

敬)/ 1915 コオ､布ポオ､絡ロオ､ トヲ､保 ポヲ､好ホ チオ､鐘 ビオ､鳥 ビ オエ､話オエ/貞オ丁 

(初版) 好ホオ ラ/学オ▼ 茄キオ､妖 シオ､少 メ
18自在J新 徽 実 版)/ 1(9初2散)1(911 台湾措逓 鳥トオオ､甫ホオ､路 ロ 鋼 トヲ､好ホ9､無

オ/楕ヒ*
牲オエ､狭オオ丁ヌ､(婁オオア)/清畿用日台金筋.r 1 第 22 倍研究会 オ オ､五 J才､渡 ポヲ､帽ポヲ/学オ,

チオ/薬イオ､惰シナ
ア) エ､(

6 新 韓 日 宕嶋敬太鹿畿曽舟雷寮官 996再版)3(4 負 鱒 オオオオオ､､芋 オオオ､､姑 轟 コヲ､､儀 トヲ､､多 ジヲ､頼チ ヲ､鵬 ビ 牡.. r 林 久三 ( 8((9 集発行所 ホ コケ,刀 トヲ､号ホ rイオ､叫 キオ､義 叫キワ/石チヲ ヲエ/帝ヲTヌ#&%) 版)11
1
5
7
台宮腰集J径J一

rr
国 籍捷
J 

台湾教育全及川合真水司鷺宮鞭青台湾 /
敬
11
1(初版))
111
1/ 1

1第
第9

初1
133 

台湾教育
新犠社
日台官需 鳥

鳥ゴオオ､所ソオ､鹿 トオ､
､鷹ロオ姑 コ

暮 オ､五
戸 集 77

集*ヲ
▼
ケ/拳 ､

仔 ナナ
遺す7,

轟
好

J
叫キヲ､
腰 イヲ､韓 キヲ､尿
着 手,
ラ
小 シヲ､叫.ジヲ/集イ7秒ピヲ､､キヲ､見裏ピ.

損 オア､舵オ工､狭
岳 オエ､軽 オエオオ丁 能

話ヲヲエエ ､､牡ヲエ狭 ヲエ､能
舌.J雷 亭 会 99( 0 台韓日日 牧口 オオ ､､島ロオオ ホ7､葬ポす､雛ボ ラ/借ナウ､石ナナ､着F, エ/原 オ丁ヌ､､括オ ,

19 台 湾 帝 台再縁曽舟雷撫育所苑亜杢 922初版)月5 世界牡 炉ロ オオ ､､岬ポオ五 ゴオ､渡 三/徽ポワヲ､高 コヲ､刀 叫キキオオ､小 シナ､洗I/集ヒ* /清 オ丁ヌ､完 オ古オエ､能オエ､(オア)襖 オア) 畿 オアT)捷径J 寮官及司欺官 年8 トオオ､丘ホオ､布ポオ､ トヲヲ､号ホヲ､丘三 シオ､鼠 ジオ､相チ ､ ( 秩,r 岩崎敬大林 1日( 台湾子供 鳥 嚢 茄 メ( /菟オ丁ヌ 

(27) 78 
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出版年/初 オ段 音 十 オ オ投 書 十 ヲ イ段 音 十オ イ段 音 十 ヲ 表2音 の語 頚 に来 る ｢オ｣ ゼ ロ声 母 且 つ 二 重 母ゼ ロ声 母 且 つ 二重 母 音 の帯東 に来 る｢ヲ｣書 名 編 者 版年した書 籍 の 発行所 表2a -筆者が使用 - b

22 湾専 売 局 岩崎敬太廊 922初版) 台湾艦曾 . Jオ､ 寓 7､噸 ヲ､高 コ 7, 腰 イ ヲ､嶋 キ ヲ､娩 牡 ヲエ､岳 ヲエ､ (秦台. r 辞 典 1 ( tオ､姑 コオ､札T

法｣第 一 義 蘇 帝専売局 戸ホ才,虞ロオ 鋼 ト7､JLt77 シヲ､尿 ジヲ//兼イヲ ヲア)/菟 ヲ丁メ 

23務J二専 売 局静 鼻 岩崎敬太廊 12( 台湾総督 鳥オ､aオ､所ソオ､土 ト.L オ､嘱 . トヲ､ 娩 シ ヲ､小 シ ヲ /石サ ヲ工､軽 ヲエ､昔 ヲ第. r 義 脳 9 初版) 舟専売局 路 ロオ コ才､可コ 好ホヲ/蕗｡, チ ,､尺チ .す､着 事 エ/菟ヲアヌ台 湾 3 7､徽 ヲ､鋼 括 ヲア､ 能 ヲエ､妖

訳 台 簿 大 師 範 学 校 数 トヲ､好 ホ ヲ､宝 ポ シヲ､照チヲ､幕 ビ . オア)/帝 オ丁ヌ､完

成J 論)

1 年7 ホ オオ､歩 ポ 才､港 口
ヲ/肇77､貞 ト, ヲ/曽 事▼ オ丁ヌ


24 固 持 対 台 北 / 195第1月5初 新高堂書 鳥オ 古 コトオオ､､甫苦 糞 ヲ ヲ､昏 コ ケ､{ 着 事オ 叫 キ ヲ､娩 シ 7､小 僚オア､( ､( 牡 ヲエ､右 ヲエ､挨. r 鋼 克 明 ( 版)日2(9 版) 店 コ .オオ､､ 図 卓オア) 縞 ヲエ､能ヲエ66(

25 台 湾 蕗 劉 克 明 (師 範 学 校 教 10日(2年 1月 新高堂書 鳥コオオ､所ソオ､土 ト. 鋼 ヲ ヲ､霊ボ ナ､ 刀 ト77,鋼 ト 幾 シT. ヲヲ/尺す チ 月オTヌ ､､遭オTヌ襖 ア) ( ア)速修J. r 諭) 台 北 3 5 2 店 オ､姑 コ オ､鼓 7､ 聾 ､ 薫 ナ ウ､銑 /溝オオTヌ､圃 オオTヌ､( 畿9 初版) オ､鳶ホオ､港口オ ワ/肇サ丁.徽ボケ . 舌 ヲュ 

26 目 白 会 杉房之助 初版95()9202 博文堂 鳥ホ オオ､給 ホ オ､布 ポ土 譜 オ ヲ､瞥 ソト 村 ト.ヲヲ､､ 号 オ/薬イオ､叢 ヒオ オエ､(. r 1 第 0 オ 顧 コ ホ ヲヲ､､*ポオ/学オ▼ ジオ､招 チオ､笑チ一 椀オア)話大全J (2 コ .オオ､､五 ゴ オオ､､ 雨 刀 構 キ オ､娩 シ オ､尿 能 オエ､鼓 オエ､牡版)/ 1

科台湾汚及 師 範 学 枚 鼓 ソオ､戸ホオ､歩ポオ､ボケ､老ロヲ/雷 ヲ7､ シ ナ､ 農 ナ 7､ 鑓 ビ 括 オ丁､ 清 オ丁 ヌ､
27 # & 台 北 96初版) 店 鳥 オ オ､芋 オ オ､所 錆 ヲ ヲ､暮 トヲ､ 無 膿 イサ､徽 キ ヲ､/､ 襖 オ ア)/ ヲエ､牲 ヲエ. r 綱 克 明 ( 12( 新高堂書 J 伶 オ ア､ ( 舌 ヲエ､術 ヲエ､能

書翰文
*

｣ 論) 布ポオ､路ロオ 義 ト, ヲ/徽チ, 月オ丁ヌ 

28典J台 湾 帯 岩崎歓太郎 敬)/2年初版128月 11第 5 店 五 ゴロオオ､鵜 オ､ 姑 コオ､渦 綱 トヲ､号ホヲ寓 T､ シ ヲ､渦 チ ヲ､鎖 准 ヲエヲヲTヌ ､､帝ヲヲ丁ヌ鼻. r 90日 (0日922 鳥I.オオ､､ 戸 ホ オオ､､ 鷹 峰 ヲ 学 J 慶 イ ヲ､嶋 キ 7､ 娩 エ､ (軒 ヲエ､能7年 3月 新高堂書 租 ワ I9､､轟コヲヲ､､刀 トヲ､ ラ/藁 イヲ､蒋 ヒケ ビ ア)/ 菟

29 台刑 務 所詩 今 田祝 蔵 (託)州雷務爺台 99初版) 店 ホオオ､､布 ポ オ､港 口姑 コオ､所 ソオ､禽ポヲヲ/薄口ヲヲ､刀 トヲ､ ジ 尿 缶 ヲエ､能 ヲエ､肯用. r 令 1 ( 鳥オ 好 ホ ヲ､号 ホ ヲ､ 保 ､ 笑 チ .ヲヲ､､書 ヲア/菟 ヲアヌ集J 湾 北北 刑 務 所 嘱 2 新高堂書 敦 ソ オ､蓑 ホ 才､雨 ､高コ 腰 イ ヲ､ 娩 シピ ヲヲ/藁イヲ､休 ヒ,

30*AJ勧 業 用 台粛州集会 13( 鳥ロ オオオ ､､路ロオ､報ポオ､土 五 珂ホ ヲヲヲ､､*ポヲ桃 刀 轟イ オオ遭 う表促着手ヨオ､ 芙 チ .オ/ エ / 韓白清浄実習. r 9 初版) 号ホ オオゴ ト.オオ､､儀 ト ヲ､集 ヲ 茄 キ 員 オオ丁ヌ､歪オオアイTヌ､0 ､古 コ ト.ヲヲ､､ 好 :薬 イ ヨオ､ 話

岨 ワオ､戸 ホ オ､A 貴 ワヲ､刀 トす､ 号 シ ヲ､頼 チ ヲ､餓 ビ ヲエ､ (卓 ヲ ア)/菟
ロオ ホヲ ヲ/轟イサ､痛 ヒ, ヲ▼ヌ

31典J台 帝 辞 岩崎敬太郎 1日 (3年 10922日初版版年 8) 店 寓 ヲ､蟻 ヲ､高 コ ヲ､ 牡 ヲ工､ 蘇 ヲエ､ 能. r 月 1119 第 7 鳥 オ､ 潮 オ､姑 コオ/ 月 3 新高堂書 腰 イ ヲ､嶋 キ ヲ､蝿

3月 10日､ ソオ､度 トオ､呼ホオ､ コヲ､臓ソヲ､刀 T.ヲ､ シヲ､鵬 ビヲ/藁 イヲ､ ヲ工､ (換 JIT), (義
32. r缶 日 大 小川尚義 上巻 1931年 台帝稔曹 鳥 オ オ､五 ゴ オ､蘇 嶋 ヲ ヲ､嚢 ヲヲ､ 高 冶 イ ヲ､構 キ ヲ､娩 准 ヲエ､括 ヲエ､ 能

辞典｣ 下巻 1932年 府 戸 ホ 才､布 ポ オ､路 無 ポ ヲ､保 ポ ヲ/ 学 冊 シ▼､石チサ､集 ヒ ヲ丁)/糟 771､ 1 
3月31日 ロオ ヲヲ ヲ ヲアン 

33. 台 湾 静 頼 谷 良 正 ( 103年 4初版)月 薪犠牲 l 五 ゴ才I.オオ ､､､布ポオ 無ポ ヲヲ ､果 コ ヲ､ 遭 兼 ヒヲ 某 ピ .ラ 碗 オ 7)/ 員 オアヌ､岳ヲエr 北洲義士) 台 391 台滞 日E 鳥 オ 札け オ､吐 トヲヲ､刀 トヲ､好ホヲ､ /藁 イ丁 ､､尺チ .,､ 媛オ丁ヌ､清オTヌ之研究｣ 日( 昔 コ ,オ､ 雷 芙 チ .ヲ (

34辞書J白 日 新 東方孝義 11(331( 由講義寮 鳥所 ソロオオ 数 ソ 土 嶋 7､寓 7､好 ホ 7.kト,､幕ロ 撫 イ ブ､ 叫 キ 丁シ ､ 芙 チ .ヲ､､ 麟 ) 能 丁)/清秩. r 992年初版 )7月 壌会 ､湖オ､苦コ .オ､4がヲ/J 蝿 古 ヲエヲヲ丁丁ヌ､､､歪 ヲヲヲアイ( エ､ (初版) ト.オオ､､ 歩 ポ オオ､､路 ▼ ビ ヲヲ/藁イ9､倍 シサ 線

35 台 湾 辞 撫育所白市畿曽府雷 版 BB 戸ホオ､炉 ロオ鳥オ､姑 コオ､租 ワオ､轟 コ 7､刀ワ ヲヲ､､号 ホ 7､鼻 ロ蜂 丁､嘱 ク. 叫 キ ヲ､小 シ ヲ､娩ラ/叢 ヒヲ 能 ヲエ 蘇 Tヌ､清隻教科書｣ . ヲヲ丁ヌ､､活 ヲヲヲ丁. r 春宮及司欺官 無名会出 寓ヲ トヲ､ 義 シ ヲ､尿 ジ ヲ､招 チ T)/菟 エ､ (

36集J台刑 務 所 革1川雷着_ 宙 再99339初修 訂版) 店 ポオオ､､ 禰 ポ オ､絡 ロ姑コオ､数ソオ､寓 丁､嶋 7､ 轟 コ ヲ､ポ▼/幕ロケ シ ナ､徽 ビ 7､一lピ 話 ヲエ､能 ヲエ､肯用. r 講 話 北北 刑 務 所 嘱今 田祝蔵(_ 11 (( 新高堂書 鳥オ 刀 ト7､号 ホ 丁､ 無 嘉 イ 7､叫 キ 丁､蝿 ヲア/菟ヲ丁ヌ_ 帯台 2版) / 甫 ホ オ､嚢 ホ オ､布 サ/義イワ､ 雷 fヲ

37雷輪文J実 業 教 嘱託) 白 北 / 194(2 初 新高生書 鳥オオ､所 ソオ､多 トオ､ロオオオ 棚 オ 芋 老ロヲ/轟 ト,▼コ9､好ホ7､無ポ7,､7 曽 事サTi告 '』 書 換 オ ア)/ 清 オ丁ヌ､糖 ヲエ､牡ヲエ. r 鋼 克 明 ( 1 再6版)( 店 虎 ホ オオ､､布 ポ オオ､､鋒 Iポ . ヲ/義 イワ､徽チす､ 月オ丁ヌ､括オ丁科台清帝及 集-師畿学校 版)39 ､古 コオ､庫 コ . 鰐 ヲ 7,着 7 7､ 轟 至 言. . (

38 台 湾 蘇 畿曽府雷寮官台 湾 3年 1再 版)月 台湾詩学 鳥 オ､ 鼻 才､噂 オ. 高 コ ヲ､ 考 コ .ヲヲ､､ 蝿 シ 7､ 石 ナ ウ､ 鑓 鵬 ヲ丁) 隻. r 離 蝉 亀 ( 11日(4 2 鴨 ヲ､称 ヲ､ 雛 ヲエ､ (9 姑 コ オ､五 ゴオ､租 括 ヲエ､能 ヲエ､挨､ (
法J 及司貴官繍習 / 1934年 7 戟 ワオ､Flトオ､胃ホ*､ 刀 トヲ､好 ホ ヲ､ 帽 ビワ/雷 事, ヲア)/清 ヲ丁ヌ､括

所教官) 月20日初版 傷ポオ､纂ポオ ポヲ/蕎ロケ ヲ丁 

39 静斬 鳶 色科 教 義義)重 台 北 95初版) 店 租 ワ 湖 オ オ､古 譜ロヲヲヲ､河ホヲ､無ポヲ､､ 積 件ナナ 叢 キ ナ､小 シ 7,輿1､鐘 t▼ . 換オア) 艦ヲエ､蘇 ヲエ､ (ヲア) 績第二陣畿草枕 3 絹 ポ ヲヲ､､宝 ポ ヲヲ/ 慕書J清. r 教 生 ( 1 ( 新高生霊 芋某ポ オオオコオオ､五ゴオ､豪ソオ､､､楓 9 .オ､ コ 臭 オ 柵事ナJ fナ/義ィ,､ ( /完オ丁ヌ /遭ヲ丁ヌ 

40a話用h雷 寮 官 小野西洲 13( 台湾精通 鳥所 ソ烏 口 オオ rコ亀 ワオ､離 ヲ､鯛 可コ . 叫 キ ナ､相 シ ヲ､蝿 . 鍵ヲ丁 ヌ､､ 逮 ヲヲア ヌ､宙. r 9 初版) J､ 学ヲ､果コヲ無ポヲ/更コヲ 雷 一丁 帝 ヲヲTヌ エ/隻村民景 白布 5 徽 ゴ トヲ ､､好 ホ ヲ､ 工l 膚研究会 ホオオ､､禰ポオオ､､飾ポオオ､､ シヲ､少チヲ/徽イ ヴ､ 

. 日 台 会 麓膿) 苧 11初版) 9 新高生書 鳥 譜 オ ヲ､最 ソホ ヲヲ､､無ポオ/苧オ, ラ/藁イ丁､集ヒヲ杉 房 之 助 ( 7( 2 色薄給曾 ホ オオ､給 ホ オ､布 ポ ト.ヲヲ､､号 義 キ ヲ､鏡 シ ヲ､尿 ヲエ､(41岳大全⊥r 台台清算曽 府府湾義雷 元 版(9933)/ 18 第 203 店府 オコ .オオ ､､ 五 ゴ オオ､､ 甫儀 コ 土 ト 肘 刀 ジヲ､箱 チ ヲ､芙チ. 能 ヲエ､古 ヲエ､鍵鵬ヲア) 

台上巻J. r 辞 甫 ホ オオオ､､､呼 ホ オオオ､､､歩コ . 惹 オ 蘇 ト7,号 ホ 7､無 チヲ､頼シヲ､笑チ 能 ヲエ42 大新 訂 日典 鳥ポ オオオ､､絡 ロオオソ 鎗 ト五 ゴ､好ホオ､苦 蟻 ナ ナ､ 町 コ .ヲ､鋼ポ ヲ､侵 ポ ヲ､徽 ポ 嶋 キ ヲ､小 シ ヲ､ 冊養 ヒケ . ヲヲアヌ ､､括ヲヲエ /菟書 ヲ工,軽丁丁ヌ､怨7/幕ロ▼ ラ/惟 シヲ､借 チ7､
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